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田中 宏明 氏 HITOTOWA INC. シニアプランナー

会費 �,���円

「ネイバーフッドデザイン――
まちを楽しみ、助け合う

『暮らしのコミュニティ』のつくりかた」
編者

第１部

（14:30開場）

参加費

無料
※交流会別

先着順

会場
定員60名

講　演

楽しみ、助け合うコミュニティのつくり方

16:10~17:30第2部 どうしてる？ながおかの居場所づくり

17:45~19:45交流会 のもーれ！長岡

ハイブリット開催
参加方法

交 流 会
❶リアル会場（アオーレ長岡 ホールBC）

❷オンライン（YouTubeLive配信）※のもーれ！長岡

基調講演

事例紹介&パネルディスカッション

長岡
つるしびなの会

好き
×

居場所

山古志
デジタル村民

テクノロジー
×

居場所

シェアスペース
ひらく

拠点
×

居場所
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講師  田中  宏明氏 HITOTOWA INC. 
シニアプランナー

事例紹介＆パネルディスカッション

お申し込み方法

申し込み
締め切り

氏名 参加方法

所属

電話番号

メールアドレス

下記の必要事項をお知らせください

□ 氏名　□ 所属　□ 電話番号
□ メールアドレス

□ のもーれ !  長岡    参加 / 不参加

➀ 会場
➁ オンライン

お申し込みフォーム
◀左のQRコードからお申し込みください

件名に「12月14日講演会の申し込み」 と明記し、本文に左記の必要事項
をご記入の上ご送信ください。

電話  

下記に必要事項をご記入の上、こちらの面を上にしてご送信ください。

●オンラインでご参加される方には、12月13日（金）までに参加方法をメールで送付いたします。 ●駐車場の無料処理はありません。

<個人情報の取り扱いについて > いただいた個人情報は、当事業の運営管理の目的にのみ利用いたします。

※オンラインでご参加される方は必ずご記入ください

□会場

※市町村まで

(任意)

フリガナ

※どちらか選択

(木)

 contact@nagaokakyodo.netメール

0258-39-2020
左記の必要事項をお知らせください。(受付時間  9:00～18:00 )

0258-39-2900FAX

(オンライン参加される方は必須)

□ 参加方法

( YouTube Live配信 )

( アオーレ長岡 ホールBC )

お住まい
の地域

□ オンライン

注意事項

下記のいずれかの方法でお申込みください

(YouTubeLive配信)

(アオーレ長岡 ホールBC)

□参加　□不参加のもーれ! 長岡
交流会
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大学卒業後、フリーランスとして複数のまちづくり関係のプロジェクトに従事。2017年より HITOTOWA INC. にてネイ
バーフッドデザイン事業に従事し、郊外におけるエリアマネジメントやコミュニティスペースの企画・運営・コミュニティマ
ネージャー職、ならびにマンション内コミュニティの醸成などを担当。『ネイバーフッドデザイン──まちを楽しみ、助け合
う「暮らしのコミュニティ」のつくりかた』において、出版タスクフォースメンバーの一員として活躍。

好き×居場所
長岡つるしびなの会

テクノロジー×居場所
山古志デジタル村民

拠点×居場所
シェアスペースひらく

東日本大震災の避難者が避
難先でつながりが持てずに苦
労したことから、手仕事を共に
行うつるしびなの会を立ち上
げ。現在は地元の多世代交流
の場としても広がり、居場所、
生きがい作りにもなっている。

デジタル住民票を兼ね
たNFTの発行プロジェ
クト「Nishikigoi NFT」
がきっかけで生まれたコ
ミュニティ。山古志地域
とオンラインが融合した
居場所となっている。

「 地 域 の 人 たちが 気 軽
に集まれる“居場所”を
作ろう」と生まれたシェ
アスペース。さまざまな
人の「やってみたい」を
後押ししてコミュニティ
を育ててきた。
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